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2010年3月期 第２四半期決算ハイライト（連結）

-

-

29.6%

73.5%

前年

同期比

△20130当期純利益

△2220経常利益

43148営業利益

1,8492,516売上高

実績
（2009年9月）

前期
（2008年9月）

百万円 百万円
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2010年3月期第２四半期決算業績 要因分析

Ⅱ．海外売上は世界的な不況により、米国、ヨーロッパ等の買い控え等も
あり前年同期比４０％と大幅な減少となった。

Ⅰ．前年後半からの景気後退、小型プリンタ市場の低迷により、新規大型
案件、リピート受注の減少等により、前年同期比７４％であった。

Ⅲ．営業外費用にて、円高の影響により、為替差損 ５６百万円、投資有価
証券評価損 １０百万円が発生しました。
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製品別売上高

付加価値の高い製品を中心に低調であった

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

ﾐﾆﾌﾟﾘﾝﾀ
ﾒｶﾆｽﾞﾑ

565 9.2% 453 8.5% 394 8.6% 167 9.0%

ｹｰｽ入り
ﾐﾆﾌﾟﾘﾝﾀ

3,502 57.1% 3,082 57.6% 2,529 54.9% 923 49.9%

ﾐﾆﾌﾟﾘﾝﾀ
関連商品

1,043 17.0% 927 17.3% 827 17.9% 379 20.5%

消耗品 455 7.4% 450 8.4% 431 9.4% 189 10.3%

大型
ﾌﾟﾘﾝﾀ

130 2.1% 96 1.8% 95 2.0% 28 1.5%

その他 438 7.2% 339 6.4% 332 7.2% 163 8.8%

合計 6,133 100.0% 5,349 100.0% 4,608 100.0% 1,849 100.0%

2007年3月 2008年3月

売上高 売上高

2009年3月

売上高

2009年9月

売上高
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貸借対照表（資産の部）

△ 191100291有価証券

＋ 17423406たな卸資産

△ 2065,4705,676総資産

＋ 185541356投資その他の資産

022無形固定資産

＋ 151,3971,382有形固定資産

+ 2011,9411,740固定資産

△17421その他

△ 1091,0191,128受取手形及び売掛金

△ 1071,9832,090現金及び預金

△ 4073,5293,936流動資産

前期比

増減
09年 9月09年3月
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貸借対照表（負債・資本の部）

+ 59085役員退職慰労引当金

0180180短期借入金

△ 794102その他

△ 212546賞与引当金

5,676

4,223

1,454

27

86

198

927

1,255

09年 3月

支払手形及び買掛金 △ 45882

△ 2065,470負債純資産

△ 1604,062株主資本合計

△ 461,408負債合計

+ 1643その他

+ 793退職給付引当金

+28226固定負債合計

△ 741,181流動負債合計

前期比

増減
09年 9月



2010年３月期

下期の重点施策
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2010年３月期下期重点施策(1)

国内販売国内販売

海外販売海外販売

新製品、NP-K201、NP-K204、NP-K205、NP-K305、NP-P206 による大
企業へのOEM販売の強化。

プライベートショーにおけるオリジナル製品売込みによる新規案件の獲得。

技術知識の教育を受けた経験豊富な人材による総合アドバイス。

展示会及び開催による新規ユーザーの獲得。

新製品、NP-K201、NP-K204、NP-K305など台湾、中国等の新興国への

販売強化。

成長、有望市場への販売推進及び海外顧客への技術サポートの強化

各種展示会への出展による拡販とビジネスチャンスの創出。
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海外生産へのシフト強化。

自社製品開発体制により、自前エンジンを搭載したキオスクプリンタへの

全面移管。

最新型ＰＯＳプリンタの開発（海外市場への参入）。

NII 部品管理徹底による原価低減。

製造・開発製造・開発

2010年３月期下期重点施策(2)
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海外展示会への出展

Kiosk com（Las Vegas 2009/5）

Global Gaming Expo （Las Vegas 2009/11）

◆積極的な海外出展

⇒⇒世界中のユーザーからニーズを探るマーケティング活動世界中のユーザーからニーズを探るマーケティング活動

The Self Service

Kiosk Com(NY 2009/11)

CeBIT2009 (Hannover 2009/3)
Kiosk Europe 2009  (Essen 2009/5)

TAITRONICS（ 2009/10）
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国内展示会への出展

東京ビッグサイト第12回 組込みシステム開発技術展2009/05/13～05/15

東京ビッグサイトJPCA show 20092009/06/03～06/05

名古屋市中小企業振興会館第９回 計量計測総合展2009/04/22～04/24

パシフィコ横浜組込み総合技術展 20092009/11/18～11/20

東京ビッグサイト国際モダンホスピタルショウ 20092009/07/15～07/17

福岡国際会議場ビジネスショウ九州 20092009/06/11～06/12

開催場所展示会日時

展示会来店者へのアプローチによる展示会来店者へのアプローチによる新規開拓
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新製品のご紹介

NP-K201 NP-K204

NP-K205
NP-K305

NP-P206
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ニチプリ電子工業の生産の目標

様々なニーズに対応すべくオリジナル新製品の開発推進。

⇒オリジナル製品ラインナップの充実。

⇒幅広い市場ニーズにマッチした新製品の開発及び早期の市場投入。

⇒蓄積された技術とノウハウで差別化された製品の開発。

⇒既存製品の改良及び新規用途開拓を推進。

⇒開発センターと工場の機能がさらに向上しました。

開発体制の強化、生産効率の向上により、原価低減・納期短縮を

推進。
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ニチプリ電子工業新本社工場
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通期業績予想を下方修正

△ 45△ 99△ 33△ 585増減額

△ 12.6%

4,025

4,610

売上高

△ 60.0%

30

75

当期純利益

△ 48.3%△ 18.1%増減率

106149今回修正予想

205182前回発表予想

経常利益営業利益

国内・海外の小型プリンタ市場は、引き続き設備投資の抑制が継続することが予想さ
れ、通期の業績予想を下方修正いたしました。（１１月１０日発表）

（単位：百万円）
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プリンタープリンター
メーカーメーカー

ニチプリニチプリ
電子工業電子工業

顧顧 客客

日
本
プ
リ
メ
ッ
ク
ス

商品商品

部品部品

商品商品

他社製品他社製品

自社製品自社製品

NEC

日立

東芝

シャープ

キャノン

・・・・etc

IBM
コダック

ＨＰ

ＳＭＡ

・・・・・etc

国内国内SierSier

海外海外SierSier

ｾｲｺｰｴﾌﾟｿﾝ

ｼﾁｽﾞﾝｼｽﾃﾑｽﾞ

ｾｲｺｰｲﾝｽﾂﾙｰ

ﾒﾝﾂ

スター精密

・・・・etc

主に
他社製品他社製品を
販売

主に
自社製品自社製品を
販売

100%子会社

事業鳥瞰図

OEMOEMブランドの供給ブランドの供給 他社他社メーカーメーカー
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◆将来的にはプリンタのトータルソリューション提供企業へ

メーカー

System Integrator

卸売
事業領域の拡大
事業の垂直統合

System Integrator

卸売

（単位：百万円）

2007年3月
（前期比）
（％）

2008年3月
（前期比）
（％）

2009年3月
（前期比）
（％）

2010年3月
計画

6,133 8.0% 5,349 -12.8% 4,608 -13.9% 4,025

1,749 11.6% 1,690 -3.4% 1,284 -24.0% 935

28.5% - 31.6% - 27.9% - 23.2%

決算期
（連結）

全社売上高

内自社製品売上高

自社製品比率

８割

２割

５割

５割
メーカー

将来あるべき姿
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産業用小型プリンタ(1)

◆多岐にわたる用途に使用されるミニプリンタ

フォトKIOSK端末 クリーニング 預かり票

図書館 貸出票タイムパｰキング 領収証

POSシステム

19

マルチメディア ＫＩＯＳＫ
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産業用小型プリンタ(2)

病院 診察受付票

宅配ロッカー 預り証駐輪場 定期券e－チケット

医療機器 診断データ

ミニプリンタはメモを印字

CD等記録メディアの発達により文書等はペー
パーレス化が進むと思われるが、メモは簡易的な
記録用紙であるためペーパレス化の波は受け難い。

ミニプリンタはメモを印字

CD等記録メディアの発達により文書等はペー
パーレス化が進むと思われるが、メモは簡易的な
記録用紙であるためペーパレス化の波は受け難い。

20

血圧計

鉄道 定期券発券機
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産業用小型プリンタ(3)

◆技術革新の中にも新たな需要が誕生
プリペイド型電子マネー・サービスのチャージ機のレ
シート発行にも使用されている。

チャージ機 システム構成

プリペイド型電子マネー・サービス Suica，Edy

21


